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【要約】 

人口減少が著しく、GDP の大きな伸びを期待できない日本において、社会保障費をどう捻

出するかは喫緊の課題である。日本経済を立て直すために、著者は観光立国をめざすべきだ

と提言している。現在、日本の GDP に観光業が占める割合は約 3%にすぎない。そこで、

世界的には第 4 の基幹産業となっている観光業に力を入れ、外国人観光客という「短期移

民」を募ることにより、日本の観光業は 50 兆円以上の産業へと成長することができると目

されている。 

その観光業を構成する重要な柱が「文化財」だ。人口減少により、寺社仏閣の維持に欠かせ

ない「氏子」や「檀家」、そして国内観光客の数が急激に減少する今、日本各地の文化財は

「一生に一度行けばよい」という観光地から、リピーターを生み出す魅力的な観光資源へと

転換することを余儀なくされている。 

これまで、文化財関係者の大多数には、「稼ぐ」「売る」「PR する」という発想が根づいてこ

なかった。また、行政の根幹には、「優れたものを選定し、補助金(税金)を投入して手厚く

守る」という考えがあり、これが芸術や文化の発展をむしろ阻害してきたのだ。 

 

【感想】 

伝統文化に対して新しい視点を提供してくれる一冊だと思った。 

日本には北から南まで、多種多様な建造物や地域の特色が息づいた伝統が残っており、これ

らは観光資源としてのポテンシャルを大いに秘めている。文化・文化財を「収入源」とみな

す意識を日本人が持つようになれば、文化的な衰退を食い止め、日本の街並みを守ることに

もつながると書かれており、そういった戦略的な視点でも考えてみるべきだと思った。 


